
「
豊
実
験
遊
戯
」
(
芦
田
恵
之
助
編
)
に
つ
い
て

…

「
恋
雨
自
伝
」
　
(
昭
和
2
5
年
1
1
月
2
5
日
、
開
封
社
刊
)
に
よ
る
と
'
芦
田
恵

之
助
先
生
は
'
福
知
山
惇
明
小
学
校
時
代
、
京
都
市
教
育
会
主
催
の
遊
戯
講
習

会
を
受
講
さ
れ
た
い
き
さ
つ
を
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ら
れ
る
。

「
明
治
三
十
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
京
都
は
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会

を
明
年
に
ひ
か
え
て
'
平
安
神
宮
の
建
立
へ
博
覧
会
場
の
建
築
等
で
、
中
々
の

さ
わ
ざ
の
よ
う
で
し
た
O
京
都
府
教
育
会
も
、
そ
の
会
期
中
に
展
覧
会
を
開
く

と
か
'
懸
賞
論
文
を
誹
環
す
る
と
か
'
す
べ
て
に
活
気
を
帯
び
て
い
ま
し
た
o

こ
の
時
、
京
都
市
教
育
会
の
節
夫
と
し
て
'
横
地
拾
次
郎
先
生
を
碑
し
、
週
に

三
回
、
一
ケ
月
に
亘
る
遊
戯
の
講
習
会
を
閃
く
こ
と
が
新
聞
に
出
て
い
ま
し
た
O

私
は
京
都
を
去
っ
て
既
に
三
年
、
京
都
の
空
気
に
も
親
し
み
た
い
し
、
一
つ
の

わ
ざ
で
も
、
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
、
こ
の
会
に
出
隔
す
る
こ
と
を

中
島
校
長
に
話
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
『
で
は
郡
教
育
会
か
ら
派
遣
す
る
事

に
し
よ
う
』
と
い
っ
て
'
費
用
も
潤
沢
に
く
れ
ま
し
た
.

さ
て
会
場
に
出
て
み
る
と
、
京
都
市
内
の
先
生
が
主
で
、
郡
部
か
ら
そ
れ
専

門
に
来
て
い
る
も
の
は
、
私
1
人
で
し
た
。
私
は
郡
教
育
会
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
責
任
上
、
1
つ
の
動
作
を
も
見
落
す
ま
い
と
へ
附
に
落
ち
な
い
と
こ

ろ
は
'
横
地
先
生
に
教
え
を
こ
い
、
唱
歌
の
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
大
橋
い

野
　
　
地
　
　
潤
　
　
家

く
と
い
う
待
賢
校
の
先
生
に
き
～
ま
し
た
.
1
回
に
四
五
種
ず
つ
進
み
ま
し
た

が
'
そ
れ
は
悉
く
そ
の
日
帰
っ
て
か
ら
と
、
そ
の
笠
一
日
を
全
部
か
け
て
へ
詳

し
-
節
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
O

終
講
の
日
は
'
府
の
学
務
課
か
ら
中
山
古
記

官
が
お
出
で
に
な
り
ま
し
た
。
杭
地
先
生
は
'
突
然
信
号
体
操
を
私
と
稲
田
君

に
お
命
じ
に
な
り
ま
し
た
。
『
芦
田
君
発
信
、
稲
田
君
受
信
'
来
賓
の
方
か
ら
'

文
句
を
い
た
ゞ
い
て
や
っ
て
み
な
さ
い
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
信
号
頂
を

手
に
し
て
、
講
堂
の
1
隅
に
立
ち
ま
し
た
O
稲
田
君
は
私
に
対
し
て
'
対
角
の

1
隅
に
立
ち
ま
し
た
.
中
山
書
記
官
が
名
刺
の
う
ら
に
記
さ
れ
た
文
句
は
、
『
ユ

ウ
ギ
コ
ウ
シ
ウ
カ
イ
ノ
シ
ユ
ウ
-
ヨ
ウ
ヲ
シ
ユ
ク
ス
』
と
い
う
の
で
し
た
。
私

は
早
速
発
信
の
合
図
を
す
る
と
'
稲
田
君
は
受
信
の
合
図
を
し
ま
し
た
。
私
は

そ
の
文
句
の
T
字
々
々
を
'
迅
速
に
送
り
ま
し
た
.
送
っ
て
し
ま
う
と
'
稲

君
が
高
-
そ
の
文
句
を
読
み
あ
げ
ま
し
た
.
来
賓
も
会
員
も
'
拍
手
し
て
青
ん

で
く
れ
ま
し
た
O
　
こ
う
し
た
遊
戯
は
男
性
的
で
す
が
、
唱
歌
通
用
の
舞
踊
も
の

に
な
る
と
、
私
の
や
る
の
は
見
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
三
浦
ヒ
ロ
さ
ん
の
率
い
ら
れ
る
飲
用
会
の
女
先
生
方
に
、
こ
の
こ
と
を
話
す

と
'
皆
旗
を
か
1
え
て
お
笑
い
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
な
お
さ
ら
ぶ
ざ
ま
な
も

の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
O
引
例
闇
叫
州
詞
叫
瑚
」
紺
瑚
倒
州
判
例
融
州
盟
品
川
司
1
瑚
甜

の
村
上
窃
店
か
ら
u
J
唱
歌
通
用
実
験
遊
戯
』
と
超
し
て
刊
行
し
ま
し
た
o
可
な
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り
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
私
に
こ
の
著
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
も

稀
で
す
。
今
は
珍
木
の
部
で
す
。

」
(
「
慈
雨
自
伝
」
二
二
六
-
1
二
七
ペ
、

傍
綾
は
引
用
者
。
)

右
の
述
懐
に
は
、
取
講
・
受
講
の
筆
記
に
つ
い
て
へ
人
1
倍
こ
ま
め
で
あ
っ

た
芦
田
恵
之
助
先
生
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
傍
線
を
施
し

た
'
二
回
に
四
五
軽
ず
つ
進
み
ま
し
た
が
'
そ
れ
は
悉
く
そ
の
日
帰
っ
て
か

ら
と
へ
　
そ
の
里
1
日
を
全
部
か
け
て
、
詳
し
く
肇
記
し
て
し
ま
い
ま
し
た
.
」

と
述
べ
て
あ
る
の
を
見
る
と
、
芦
田
先
生
の
筆
ま
め
に
つ
い
て
、
感
心
さ
せ
ら

rajS!

二

さ
て
、
芦
田
恵
之
助
先
生
み
ず
か
ら
、
「
今
は
珍
本
の
部
で
す
。
」
と
い
わ

れ
る
,
「
需
実
験
遊
戯
」
は
、
横
地
拾
次
郎
校
閲
・
芦
田
烹
之
助
編
警
し

て
、
明
治
三
二
年
九
月
1
0
日
'
京
都
市
の
村
上
窃
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
.

判
'
本
文
二
〇
七
ペ
ー
ジ
よ
り
成
り
、
ほ
か
に
、
編
者
の
「
自
序
」
四
ペ
ー
ジ

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
「
自
序
」
は
、
明
治
三
二
年
九
月
へ
　
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
O

「
本
吉
は
昨
年
の
夏
京
都
府
師
範
学
校
教
諭
横
地
拾
次
郎
君
が
京
都
府
教
育

会
の
依
嘱
に
よ
り
小
学
校
遊
戯
法
講
習
会
に
於
て
教
授
せ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
を

余
の
筆
記
し
た
る
も
の
な
れ
ば
余
の
本
書
に
対
す
る
関
係
は
た
ゞ
筆
記
し
た

†
マ

と
そ
を
編
纂
し
た
る
の
み
に
し
て
其
内
容
の
撰
択
は
余
の
知
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な

り
.
さ
れ
ど
も
刊
当
訓
蝣
C
B
刊
剖
川
d
淵
叫
叫
朝
川
叫
刊
心
対
川
>
-
>
-
w
'
引

†
†

引
当
m
到
司
判
別
叫
割
判
瑚
出
初
割
り
瑚
っ
J
「
到
り
村
割
引
叫
到
川
州
馴

-

.

¥

-

　

-

　

I

　

'

・

-

∴

　

　

:

.

 

-

'

'

'

"

*

　

・

1

蝣

'

‥

・

・

・

.

二

・

・

'

*

-

'

.

余
の
不
文
に
し
て
表
出
の
円
満
な
ら
ざ
る
は
実
に
事
塊
に
堰
へ
ざ
る
な
り
。
他

日
再
版
.
の
時
を
ま
ち
て
c
I
H
修
す
る
と
こ
ろ
あ
る
べ
し
.

本
書
は
単
に
遊
戯
の
方
法
を
説
き
た
る
も
の
に
し
て
そ
を
教
授
す
る
手
段
及

各
遊
戯
の
心
身
に
及
ぼ
す
効
果
等
は
少
し
も
之
を
論
究
せ
ず
。
こ
れ
別
に
故
あ

る
に
あ
ら
ず
し
て
一
ケ
年
間
の
余
の
実
験
及
研
究
は
い
ま
だ
発
表
す
る
に
足
ら

h

邑

　

　

　

　

　

　

　

　

　

i

a

:

ざ
る
を
知
れ
ば
な
り
O
さ
れ
ど
も
現
今
我
国
に
行
は
る
1
遊
戯
雷
中
に
此
種
の

記
敬
の
脱
漏
せ
る
は
余
の
深
く
追
憶
と
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
教
育
上
遊
戯
の
重

†
マ

要
視
せ
ら
れ
ざ
る
は
荒
し
こ
れ
等
に
罪
因
す
る
な
ら
む
.
余
は
目
下
職
を
高
等

師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
奉
じ
此
等
の
B
J
験
と
研
究
と
を
な
さ
む
に
は
鋳
る
好

地
位
に
あ
り
.
仙
日
本
怨
を
訂
正
増
補
し
て
完
備
せ
る
遊
戯
詔
と
し
以
て
余
の

遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
を
な
か
ら
し
め
む
こ
と
を
期
す
。
」
(
同
上
書
'
十
自
序
」
、

l
I
四
ペ
、
傍
線
部
は
引
用
者
。
原
文
に
は
、
句
読
点
な
し
。
便
宜
、
引
用
者

に
よ
っ
て
、
句
点
を
施
し
た
。
)

「
需
実
験
遊
戯
」
成
立
の
由
来
と
性
格
と
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
訂
正
増

補
な
ど
へ
の
見
通
し
が
語
ら
れ
て
い
る
o
　
こ
の
「
自
序
」
に
お
い
て
、
編
者
と

し
て
の
自
己
の
立
場
と
役
割
と
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
、
そ
の
抱
負
の
一
班
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
,
「
那
讐
験
遊
戯
」
は
,
二
竺
三
八
節
か
ら
成
っ
て
い
る
。

捕
1
G

第
　
1
　
節
　
進
め
,
!
1
　
(
幼
稚
園
唱
歌
賃
)
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兵
士
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る
唱
歌
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軍
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)
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行
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第
　
七
　
節

第
　
八
　
節

第
　
九
　
節

f
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I
　
十
　
s

第
十
1
　
節

第

十

二

節

第

十

三

節

第

十

四

節

<
サ
1
十
五
　
m

節
十
六
節

罪
十
七
節

第
十
八
　
節

第
十
九
節

第
二
十
節

第
二
十
一
節

第
二
十
二
節

第
二
十
三
節

第
二
十
四
節

第
二
十
五
節

第
二
十
六
節

第
二
十
七
節

第
二
十
八
節

第
二
十
九
節

邦
三
十
節

i"- "x三十一節

盲
の
御
客
(
一
)

場
所
奪
ひ
(
こ

蝣

g

&

至
の
裾
野
(
銭
軍
歌
W
)

ま
す
ぐ
に
立
て
よ
(
幼
稚
園
唱
歌
賃
)

球
渡

場
所
奪

盲
ざ
し

客
ま
ね
き
遊

川
瀬
の
千
鳥
(
幼
稚
園
唱
歌
隻
)

百
鬼
(
一
)

盲
鬼
(
二
)

盲
鬼
(
≡
)

盲
鬼
(
四
)

盲
鬼
(
五
)

盲
鬼
(
六
)

て
ふ
　
-
　
(
幼
稚
園
唱
歌
集
)

<
蝣
?
」
=
:
行
y

猫
と
艮

・

蝣

'

-

-
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:

'

蝣

-
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-

'

'

'

蝣

'

/

・

・

>

日
の
御
旗
(
帝
国
読
本
唱
歌
)

う
づ
ま
く
水
(
幼
稚
園
唱
歌
集
中
の
環
)

十
字
形
重
輸
行
進

車
輪
行
進
(
1
)

在
輪
行
進
(
二
)

第
三
十
二
節

第
三
十
三
節

第
三
十
四
節

第
三
十
五
節

第
三
十
六
節

節
三
十
七
節

第
三
十
八
節

第
三
十
九
節

第
四
十
節

」

0

十

一

m

第
四
十
二
節

第
四
十
三
節

第
四
十
四
節

第
四
十
五
節

第
四
十
六
節

第
四
十
七
節

第
四
十
八
節

第
四
十
九
節

第
五
十
節

第
五
十
1
節

第
五
十
二
節

第
五
十
三
節

第
五
十
四
節

第
五
十
五
節

第
五
十
六
節

球
(
I
)
　
(
幼
稚
園
唱
歌
億
試
)

球
(
二
)

昼
夜
遊

い
で
や
兵
士
(
出
撃
歌
窯
)

拍
手
行
進
法
(
廻
れ
こ
ま
の
唱
歌
)

海
陸
名
称
蓮

華
(
幼
稚
園
唱
歌
集
中
の
子
供
-
1
-
)

盲
の
御
給
仕

手
の
ひ
き
あ
ひ

親
の
新
病

盲
の
買
物

冒
(
こ

B
(
i
l
)

鉛
ふ
り
鬼

地
獄
鬼

料
と
盟

子
捕
克

t
o
;
s
e
*
d
注

い
で
や
皇
国
(
銭
宗
竺

日
本
男
児
(
帝
国
読
本
軍
歌
)

蛙団
子

ま
す
ら
武
夫

鰭
(
幼
稚
園
唱
歌
倍
K
)

」e行: 'ii
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第
五
十
七
節

第
五
十
八
節

第
五
十
九
節

第
六
十
節

第
六
十
丁
節

第
六
十
二
節

賂
六
十
三
節

第
六
十
四
節

第
六
十
五
節

第
六
十
六
節

第
六
十
七
節

第
六
十
<
節

第
六
十
九
節

第
七
十
節

第
七
十
i
節

第
七
十
二
節

第
七
十
三
節

第
七
十
四
節

第
七
十
五
節

第
七
十
六
節

第
七
十
七
節

第
七
十
八
節

第
七
十
九
節

第
八
十
節

第
八
十
-
節

斑
平
遊

門
く
ゞ
り
競
走

倍
星
駈
足

整
容
法

場
所
取
鬼

織
方
駈
足

蹴家
鳩

二
人
組
鬼

演
説
進
行
法

挨
拶
進
行
法

無
言
挨
拶
進
行
法

転
回
進
行

行
進
法
(
こ

行
進
法
(
ポ
ロ
ネ
イ
ズ
)
　
(
二
)

行
進
法
(
三
)

花
-
'
_
 
-
泣
行
法

擬
馬
進
行

M
m

花
輪
進
行
と
蓮
花

軍
艦

三
千
余
万

朝
日
に
匂
ふ

T
O

我
海
軍

愉
快

4

'

-

第
八
十
二
節

第
人
十
三
節

第
八
十
四
節

第
八
十
五
節

第
八
十
六
節

第
二
章

第

一

節

第
　
二
　
節

第
　
三
　
節

第
　
四
　
節

第
　
五
　
節

第
　
六
　
節

第
　
七
　
節

第
　
八
　
節

第
　
九
　
節

第
　
十
　
節

男

十

一

節

第

十

二

節

*
c
十
三
E
T

第

十

四

節

第

十

五

節

第

十

六

節

第

十

七

節

第

十

人

節

第

十

九

節

体
操
遊
戯
(
7
)

体
操
遊
戯
(
二
)

唖
鈴
遊
戯
(
1
)

唖
鈴
遊
戯
(
二
)

信
号
体
操

盲
の
御
客
(
二
)

御
給
仕
競
走

一
回
倒
れ
親
争

あ
と
も
ど
り
競
争

人
員
旗
聴

五
寸
歩
み
競
走

B
.
拾
ひ

芋
拾
ひ

g
i
z
L

背
面
競
争

市
ォ
s
a
取

走
K
E
取

敬
臣
競
争

盲
目
故
掛
政
争
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目
出
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背
衝
撰
歌
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運
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第
二
十
節

第
二
十
1
節

第
二
十
二
節

第
二
十
三
節

第
二
十
四
節

第
二
十
五
節

第
二
十
六
節

第
二
十
七
節

罪
二
十
八
節

第
二
十
九
節

」
1
三
十
L
3

第
三
十
1
節

第
三
十
二
節

舞
三
十
三
節

第
三
十
四
節

第
三
十
五
節

第
三
十
六
節

第
三
十
七
節

第
三
十
八
節

第
三
十
九
節

f
f
 
O
十
f
S
.

S
?
0
十
I
S

罪
四
十
二
節

第
四
十
三
節

叩
四
十
E
J
g

m
v
:

二
人
二
脚
競
走

二
人
三
脚
競
走

跳
越
帽
聴
競
走

短
冊
結
び

揮
屯
競
走

花
送
り

は
ね
つ
き

蝣

"

.

 

'

-

-

'

'

'

蝣

'

'

'

,

-

-

球
つ
き

柿
拾
ひ

」
1
G
」
;
m

V
z
i
㌍
剣

荷
担
競
走

南
瓜
割

>
z
川
代
止

二
人
三
手
佃
旬
斑
走

出」:¥*V止

蛙
跳

計
f
t
H
走

二
人
組
親
走

脱
班
競
走

鶏
追

琵
脚
競
走

損
馬
放
歌

第
四
十
五
節

第
四
十
六
節

第
四
十
七
節

第
四
十
八
節

第
四
十
九
節

第
五
十
節

第
五
十
一
節

第
五
十
二
節

î
;n-t.;i辻

拡
馬
分
列
式

弐
i
'
J
/
試
走

フ
ー
ト
ボ
ー
ル

網
曳

障
害
物
班
走

幅
跳
、
高
跳
、
棒
高
跳

%-v.

右
の
よ
う
に
、
か
な
り
の
数
に
9
ぼ
る
遊
戯
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
第
〓
単
に
は
'
唱
歌
通
用
の
も
の
が
多
く
収
め
ら
れ
'
第
二
章
に
は
、
唱

歌
な
し
の
各
種
遊
戯
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
苔
に
は
、
1
七
三
-
1
七
六
ペ
ー
ジ
　
(
第
〓
=
t
第
八
十
六
節
末
か

ら
第
二
章
第
五
節
ま
で
)
が
ダ
ブ
っ
て
お
り
へ
さ
ら
に
、
1
七
七
～
1
八
〇
ペ

ー
ジ
　
(
第
二
茸
第
七
節
か
ら
第
二
章
第
十
丁
節
ま
で
)
も
ダ
ブ
っ
て
い
る
。

三

さ
て
、
r
那
服
実
験
遊
戯
」
に
収
め
ら
れ
、
紹
介
さ
れ
た
,
-
の
遊
戯
法

は
'
そ
れ
ぞ
れ
'
そ
の
「
準
備
」
と
「
動
作
」
の
二
項
に
分
け
て
へ
説
か
れ
て

い
る
0
必
要
に
応
じ
て
'
絵
な
ら
び
に
図
解
も
添
え
ら
れ
て
い
る
o
ま
た
へ
簡

略
に
、
「
準
備
茨
動
作
」
と
'
二
つ
を
ま
と
め
て
述
べ
て
い
る
例
(
た
と
え
ば
、

第
二
章
節
十
四
節
、
盲
目
故
賠
競
走
)
も
あ
る
o

い
ま
'
芦
田
正
之
助
先
生
の
叙
述
の
し
か
た
を
見
る
た
め
に
t
 
I
'
二
の
例

を
掲
げ
る
と
'
つ
ざ
の
よ
う
で
あ
る
。

第
〓
単
第
二
十
三
節
　
て
ふ
　
-
　
(
幼
稚
園
唱
歌
倍
K
)

f

準
備
一
列
横
隊
に
整
頓
せ
し
め
、
次
に
円
列
を
作
ら
し
む
。
蝶
々
を
四
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羽
円
外
に
は
な
つ
。
(
決
し
て
四
羽
に
は
限
ら
ず
。
時
に
増
減
す
べ
し
。
)

マ
†

蝶
々
は
甲
乙
二
人
に
て
組
立
つ
る
も
の
と
す
。
即
甲
の
左
手
を
乙
の
左
肩

に
'
乙
の
右
手
を
甲
の
右
肩
に
か
け
て
、
配
れ
ざ
る
や
う
に
し
、
甲
の
右

手
へ
　
乙
の
左
手
は
い
づ
れ
も
肩
と
水
平
に
伸
べ
て
、
歩
調
に
合
は
せ
、
蝶

々
の
飛
ぶ
が
如
く
に
手
を
勤
か
さ
し
む
。

動
作

一
円
列
は
　
(
円
の
内
方
に
む
か
ひ
た
る
ま
ゝ
)
手
を
連
ね
て
、
唱
歌
(
て

ふ
て
ふ
)
し
っ
つ
、
右
に
ま
わ
ら
も
む
o

m

二
　
蝶
々
も
'
同
時
に
動
作
を
な
さ
し
む
。
即
二
羽
右
に
ま
わ
れ
ば
'
二
羽

は
左
に
ま
わ
り
、
出
違
は
ゞ
t
か
な
ら
ず
礼
を
な
さ
し
む
o

a
;

三
　
丁
曲
終
ら
ば
、
円
列
も
喋
も
静
止
し
、
蝶
は
其
円
列
中
の
1
人
に
手
を

か
く
。

†
マ

四
　
こ
～
に
於
て
問
答
を
は
じ
む
。
た
と
へ
ば
、
蝶
「
あ
な
た
は
、
何
の
木

で
あ
り
ま
す
か
。
」
円
「
桜
の
木
で
あ
り
ま
す
。
」
の
如
し
。
か
-
蚊
の

†
マ

戯
む
る
1
が
如
き
木
の
名
を
答
ふ
れ
ば
'
蝶
は
円
列
に
復
し
'
其
と
ま
り

た
る
木
と
其
右
側
と
二
人
出
で
1
'
蝶
と
な
ら
し
む
o
さ
れ
ど
も
'
円
列

に
あ
る
も
の
へ
松
樫
な
ど
答
へ
な
ば
、
代
る
こ
と
を
得
ず
し
て
'
今
一
回

蝶
を
つ
と
む
べ
き
も
の
と
す
。
(
同
上
書
、
四
二
～
四
三
ペ
、
句
読
点

は
、
引
用
者
。
)

第
〓
ヰ
第
五
十
二
節

準
揃
　
T
列
横
隊
に
整
頓
せ
し
め
、
次
に
円
列
を
作
ら
し
め
'
円
の
内
方
に

マ
マ

む
か
は
し
む
。
「
用
意
」
の
令
に
て
、
其
地
位
に
於
て
捺
ま
づ
か
し
む
。

動
作M

i

T
　
水
清
く
こ
か
げ
も
す
ゞ
し
」
　
捺
ま
づ
主
た
る
ま
ゝ
に
て
'
拍
手
せ
し
む
.

†
†

二
　
こ
1
ち
よ
き
」
左
右
の
手
を
も
て
交
互
に
的
部
を
な
で
ゝ
'
心
地
よ
き

さ
ま
を
擬
せ
し
む
。

三
　
池
の
み
ぎ
は
に
」
　
　
「
池
の
」
と
唱
ふ
る
時
、
起
立
せ
し
め
へ
　
「
み
ど

は
に
」
に
て
'
右
向
を
な
さ
し
む
。

四
　
う
ち
む
れ
て
遊
ぶ
畦
の
面
自
-
ぎ
ゃ
う
れ
つ
そ
ろ
へ
て
進
み
行
-
」

按
を
少
し
-
折
り
て
、
進
行
を
な
さ
し
む
。

五
　
び
ょ
ん
く
く
」
両
足
を
揃
へ
て
蛭
の
飛
ぶ
さ
ま
に
擬
し
て
、
三
回

マ
†

は
ゞ
飛
を
な
さ
し
む
。
(
同
上
宙
、
九
四
-
九
五
ペ
、
句
読
点
は
引
用
者
。
)

右
の
よ
う
に
'
そ
れ
ぞ
れ
の
「
遊
戯
」
に
つ
い
て
、
「
準
備
」
・
「
動
作
」

の
し
か
た
を
、
文
語
文
を
も
っ
て
'
克
明
に
説
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四

本
書
に
解
説
・
紹
介
さ
れ
て
い
る
百
三
十
余
程
の
遊
戯
法
の
う
ち
'
話
し
こ

と
ば
・
詣
し
か
た
の
視
点
か
ら
注
目
を
す
べ
き
は
、
左
に
掲
げ
る
三
例
で
あ
を
0

第
〓
ヰ
第
六
十
六
節
　
演
説
進
行
法

準
備
一
列
横
隊
に
整
頓
せ
し
め
、
次
に
円
列
を
作
ら
し
む
。
停
止
せ
し
む

る
と
同
時
に
、
円
の
内
方
に
む
か
は
し
め
、
其
中
心
に
1
人
を
立
た
し

む
。

動
作

一
円
列
は
唱
歌
し
っ
～
、
右
に
回
り
、
一
歌
詞
終
る
と
同
時
に
停
止
せ
し

む
。

二
　
こ
れ
と
同
時
に
'
中
心
に
あ
る
7
人
は
'
1
ロ
墳
説
を
な
す
べ
し
.
仮

令
ば
「
私
の
足
は
、
人
並
よ
り
は
少
し
み
じ
か
う
あ
り
ま
す
か
ら
'
近
江

の
琵
琶
湖
を
、
到
底
一
ま
た
ぎ
に
す
る
こ
と
は
な
り
ま
す
ま
い
.
」
か
く

の
如
く
し
て
、
円
列
中
に
、
失
笑
者
な
き
か
を
注
視
す
べ
し
。
さ
れ
ど
も
、
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不
論
理
的
の
こ
と
を
い
ふ
を
許
さ
ず
。

三
　
失
笑
者
あ
ら
ば
'
中
心
な
る
も
の
は
、
円
列
に
か
へ
り
、
共
著
中
心
に

入
り
て
、
立
た
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

四
　
然
れ
ど
も
'
苦
し
失
笑
者
な
け
れ
ば
、
・
絶
え
ず
一
口
演
説
を
つ
ゞ
け
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
仮
令
ば
'
前
に
引
続
き
'
「
若
し
1
足
に
て
琵
琶
湖
を
跨

マ

マ

　

　

　

　

　

†

t

・

ぐ
る
人
あ
り
と
せ
ば
、
其
人
の
足
の
長
さ
・
凡
幾
何
あ
る
べ
き
か
。
」
な
ど
、

人
の
意
表
に
出
づ
る
こ
と
を
述
べ
て
、
失
笑
せ
し
め
む
と
つ
と
む
べ
し
。

五
一
回
終
ら
ば
、
円
列
は
唱
歌
し
っ
1
、
右
に
ま
は
ら
し
む
。
(
同
上

む
t
 
I
二
〇
～
1
二
一
ペ
'
句
読
点
は
引
用
者
。
)

第
l
章
節
六
十
七
節
　
挨
拶
進
行
法

準
備
一
列
横
隊
に
整
頓
せ
し
め
、
次
に
円
列
を
作
ら
し
む
。
停
止
せ
し
む

る
と
同
時
に
、
円
の
内
方
に
む
か
ほ
し
め
、
1
人
を
し
て
其
中
心
に
立
た

し
む
。

動
作

1
　
円
列
は
唱
歌
し
っ
～
'
右
に
ま
は
り
、
t
歌
詞
を
終
る
と
同
時
に
停
止

"iMLむ。

二
　
円
列
中
よ
り
'
一
人
の
挨
拶
者
と
こ
れ
の
附
添
人
二
人
と
を
出
し
て
中

心
な
る
も
の
に
挨
拶
せ
し
む
。
但
し
、
中
心
な
る
も
の
を
僧
侶
と
す
れ
ば
ー

マ

f

・

　

†

▼

こ
れ
に
適
当
の
挨
拶
を
な
さ
ゞ
る
べ
か
ら
ず
。
其
他
、
医
者
'
商
人
、
教

マ
マ
　
　
　
マ
マ
　
　
　
t
-
*

師
、
軍
人
、
老
人
t
な
ど
仮
定
し
た
る
人
に
相
当
の
言
詞
へ
語
詞
を
以
て

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

三
　
失
笑
し
た
る
も
の
代
り
て
中
心
に
立
た
ざ
る
べ
か
・
セ
ず
.
附
添
人
も
ま

た
然
り
。
三
人
共
に
失
笑
し
た
る
時
は
、
前
に
中
心
に
あ
り
し
も
の
ゝ
命

ず
る
と
こ
ろ
に
よ
り
て
t
 
l
人
の
こ
る
も
の
と
す
。

四
　
か
く
て
一
同
終
ら
ば
'
円
列
は
唱
歌
し
っ
1
、
右
に
ま
は
ら
し
む
。

(
同
上
古
、
1
二
一
～
一
二
三
ペ
'
句
読
点
は
、
マ
マ
の
部
を
除
き
'
引

用
者
。
)

苅
I
 
f
t
t
r
六
十
八
1
5
　
」
i
]
:
:
Q
g
押
た
行
は

準
備
　
1
列
横
隊
に
整
頓
せ
し
め
、
次
に
円
列
を
年
b
L
む
O
停
止
せ
し
む

る
と
同
時
に
、
円
の
内
方
に
向
は
し
め
、
一
人
を
其
中
心
に
た
ゝ
し
む
。

動
作

円
列
は
拍
手
し
っ
1
、
足
踏
を
な
さ
し
む
。

中
心
に
な
る
者
は
、
無
言
に
て
円
列
の
一
人
を
指
さ
し
む
。

指
さ
れ
た
る
も
の
は
、
中
心
な
る
者
の
前
に
至
り
て
、
正
し
-
敬
礼
を

な
す
べ
し
。
礼
終
れ
ば
'
中
心
な
る
も
の
は
指
し
た
る
生
徒
の
地
位
に
か

へ
り
、
指
さ
れ
た
る
者
は
代
り
て
中
心
に
立
た
し
む
。

m
;

(
注
意
)
此
遊
戯
は
'
激
烈
な
る
遊
戯
を
な
し
た
る
後
、
「
休
め
」
の
代
り

に
な
さ
し
む
る
も
の
な
れ
ば
、
児
童
を
し
て
偲
ま
し
む
べ
か
ら
ず
。
へ
同

上
番
、
一
二
三
～
1
二
五
ペ
、
句
読
点
は
'
一
引
用
者
。
)

右
の
三
例
の
う
ち
へ
　
「
挨
拶
進
行
法
」
・
「
無
言
持
拶
進
行
法
」
の
二
m
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
打
桧
が
見
ら
れ
る
。

「
1
ロ
演
説
」
・
「
あ
い
さ
つ
」
・
「
壇
言
あ
い
さ
つ
」
な
ど
、
ゲ
ー
ム
と

し
て
、
説
か
れ
て
い
る
。
本
雷
は
、
「
単
に
遊
戯
の
方
法
を
説
き
た
る
も
の
に

し
て
そ
を
教
授
す
る
手
段
茨
各
遊
戯
の
心
身
に
及
ぼ
す
効
果
等
は
少
し
も
之
を

論
及
」
　
(
「
自
序
」
へ
　
二
ペ
)
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
三
例
の
、

話
し
こ
と
ば
を
媒
介
と
し
た
遊
戯
の
効
果
・
価
値
・
意
義
に
つ
い
て
は
へ
　
1
切

言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
明
治
三
〇
年
代
当
初
へ
小
学
校
児
童
の
遊
戯

-109-



に
お
い
て
'
こ
う
し
た
「
こ
と
ば
あ
そ
び
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
が
採
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
自
体
は
'
注
目
に
佃
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(
話
し
こ
と
ば
教
育
の

視
点
か
ら
も
、
そ
れ
を
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
は
、
ま
だ
な
っ
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
も
。
)五

本
苔
(
野
地
所
蔵
の
も
の
)
　
の
奥
付
に
は
、

明
治
三
十
二
咋
九
月
五
日
印
刷

明
治
三
十
二
年
九
月
十
日
発
行

明
治
三
十
二
年
十
二
月
　
日
再
版
印
刷

明
治
三
十
二
年
十
二
月
　
E
I
再
版
発
行

と
あ
り
、
こ
と
に
、
後
者
の
再
版
用
日
付
は
、
墨
で
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
.
こ
れ
は
出
版
富
津
村
上
書
店
の
再
版
用
台
本
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
o
　
「
自
序
」
　
I
ペ
ー
ジ
に
も
、
「
序
文
や
め
」
・
「
他
ノ
分
ト
カ
ワ
ル
」
と

朱
書
さ
れ
て
お
り
'
本
文
第
1
ペ
ー
ジ
の
丁
数
に
つ
い
て
も
、
墨
で
、
「
丁
数

ヲ
改
メ
ル
「
　
」
と
あ
る
0
な
お
、
巻
末
の
青
色
の
広
告
欄
四
ペ
ー
ジ
分
に
も
.
ペ

ー
ジ
ご
と
に
朱
の
斜
綾
が
入
れ
ら
れ
て
、
再
版
の
た
め
の
指
示
が
な
さ
れ
て
い

る
ど
と
く
で
あ
る
。

本
書
は
'
当
時
小
学
校
に
用
い
ら
れ
た
唱
歌
の
歌
詞
に
相
当
す
る
動
作
を
以

て
斬
新
な
団
体
的
遊
戯
法
を
説
い
て
お
り
、
特
異
な
教
師
用
書
と
な
っ
て
い

る
O
そ
う
い
う
遊
戯
書
と
し
て
の
価
値
の
ほ
か
、
芦
田
恵
之
助
先
生
の
'
上
京

前
の
筆
録
の
1
つ
と
し
て
'
芦
田
先
生
の
文
章
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
も

示
し
て
い
る
。

六

第
7
次
上
京
後
へ
芦
田
恵
之
助
先
生
は
'
樋
口
勘
次
郎
氏
に
師
事
す
る
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
o
明
治
三
十
7
年
末
へ
惰
口
氏
の
信
州
で
の
講
習
に
随
行
し
、
そ

れ
を
纂
録
し
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
「
恵
雨
自
伝
」
に
'
つ
ぎ
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

「
休
職
の
手
続
き
(
引
用
者
注
、
前
任
校
京
都
府
福
知
山
惇
明
小
学
校
へ

の
)
が
手
間
ど
っ
た
こ
と
は
、
私
に
ど
れ
ほ
ど
の
幸
福
を
も
た
ら
し
た
か
知
れ

ま
せ
ん
.
1
閉
月
余
、
樋
口
先
生
に
直
接
し
て
、
生
き
た
教
育
を
う
け
ま
し
た
O

自
分
で
も
多
少
目
が
問
い
た
か
と
感
じ
ま
し
た
.
そ
こ
で
こ
の
冬
休
み
を
ど
う

か
し
て
、
有
効
に
過
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
o
あ
る
日
こ
の
こ
と
を
樋
口
先
生

に
語
っ
て
、
『
何
処
か
に
先
生
の
講
習
が
あ
り
ま
せ
ん
か
』
と
き
・
い
て
み
る

と
、
『
信
州
の
上
田
に
、
年
内
に
四
日
明
け
て
三
日
の
講
習
が
あ
る
。
講
師
は

茨
城
県
師
範
学
校
長
の
山
田
融
三
郎
君
と
私
だ
O
私
は
活
動
主
義
新
教
授
法
を

説
こ
う
と
思
う
』
と
の
こ
と
で
し
た
。
山
田
先
生
の
教
育
学
は
別
に
き
～
た
い

と
も
思
い
ま
せ
ん
が
、
樋
口
先
生
の
活
動
主
義
新
教
授
法
こ
そ
き
か
ね
ば
な
ら

ぬ
と
思
い
ま
し
た
。
『
先
生
連
れ
て
い
っ
て
下
さ
い
』
　
『
行
き
た
ま
え
』
と
許

さ
れ
ま
し
た
.
私
の
心
で
は
、
実
地
は
こ
の
1
箇
月
余
で
大
体
わ
か
っ
た
.
こ

れ
に
系
統
を
立
て
ゝ
う
か
ゞ
っ
た
ら
'
活
動
主
義
の
教
育
法
が
大
体
わ
か
る
も

の
と
、
大
な
る
期
待
を
か
け
て
お
仲
を
し
ま
し
た
。

上
田
で
は
講
壇
の
杭
に
席
を
一
つ
も
ら
っ
て
、
先
生
の
1
語
を
き
1
も
ら
す

ま
い
と
、
書
き
と
っ
て
行
き
ま
し
た
o
そ
れ
を
日
々
宿
に
帰
っ
て
は
整
理
し
、

徐
々
に
清
宙
も
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
年
内
約
八
時
間
の
講
演
は
'
相
当
に
分

量
の
多
い
も
の
で
、
年
末
の
7
日
、
正
月
の
三
日
間
こ
れ
に
没
頭
し
ま
し
た
が
'

活
宙
は
そ
の
半
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
京
に
帰
っ
て
'
よ
う
　
-
　
T
月
末

に
仕
上
げ
ま
し
た
。
『
信
州
で
は
'
先
生
に
と
ん
だ
御
迷
惑
を
.
か
け
ま
し
た
o

よ
う
　
-
　
こ
ん
な
も
の
を
古
き
あ
げ
ま
し
た
o
御
覧
下
さ
い
』
と
い
っ
て
さ
し

出
す
と
、
先
生
は
大
そ
う
お
手
び
下
さ
い
ま
し
た
。
後
に
同
文
館
か
ら
出
た
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『
活
動
主
義
新
教
授
法
』
　
(
引
用
者
注
、
明
治
3
2
年
4
月
1
6
日
、
同
文
館
刊
)

は
、
こ
の
繋
記
が
も
と
に
な
っ
た
も
の
1
よ
う
で
し
た
O
」
　
(
同
上
翼
　
1
三

入
-
一
三
九
ペ
)

こ
こ
に
は
,
「
那
腎
験
義
」
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
,
琵
体
験
と
ほ

ぼ
同
じ
も
の
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
受
講
笹
録
」
と
い
う
方
式
の
中

に
、
芦
田
恵
之
助
と
い
う
人
の
1
質
し
た
昏
く
姿
勢
を
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
笹
ま
め
で
、
「
書
く
こ
と
」
に
よ
る
体
得
・
修
養
を
日
ざ
し
た
芦
田
恵
之

助
先
生
の
面
目
の
t
面
が
、
そ
こ
に
は
兄
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ト
・
・
=
∴
・
_
:
'
・
'
蝣
*
,
蝣
・
-
'
蝣
こ
し
　
　
　
:
*
-
~
~
c
1
-
^
-
?
]
月
1
0
=

(
日
)
、
東
京
都
中
野
区
挑
園
第
二
小
学
校
図
番
m
に
お
け
る
芦
田
恵
之

助
第
十
七
回
忌
国
語
教
墳
研
修
大
会
に
お
い
て
、
初
め
て
紹
介
を
試
み

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
昭
和
4
3
年
2
月
4
日
稿
)

(
本
学
教
授
)




